
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開
会
に
あ
た
っ
て
呼
び
か
け
人
共
同
代
表
の
長

瀬
嘉
宏
さ
ん
は
「
あ
べ
総
理
は
先
の
衆
院
解
散
時

『
国
難
突
破
解
散
』
と
言
い
北
朝
鮮
の
脅
威
を
煽

っ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
戦
時
中
、
軍
・
マ
ス
コ
ミ

で
多
く
使
わ
れ
た
。
投
票
結
果
は
自
・
公
で
三
分

の
二
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
野
党
共
闘
が
ゴ
タ
ゴ
タ
の
中

で
の
結
果
で
、
自
・
公
が
漁
夫
の
利
を
得
た
何
も

の
で
も
な
い
。
今
後
、
院
内
外
で
の
諸
行
動
、
私

た
ち
国
民
・
市
民
が
改
憲
を
許
さ
な
い
３
０
０
０

万
人
署
名
な
ど
キ
ッ
チ
リ
や
る
こ
と
が
課
題
」
と

し
ま
し
た
。 

 

▼
講
師
の
福
島
み
ず
ほ
参
議
院
議
員
は
「
憲
法
改

正
」
に
つ
い
て
「
国
民
投
票
で
安
倍
総
理
が
考
え
て

い
る
の
は
①
憲
法
９
条
３
項
に
集
団
的
自
衛
権
行

使
の
た
め
の
自
衛
隊
の
明
記
。
➁
国
民
の
人
権
を
内

閣
が
制
限
で
き
る
緊
急
事
態
宣
言
条
項
③
教
育
の

環
境
の
整
備
（
教
育
の
無
償
化
）
④
参
議
院
の
合
区

解
消
の
た
め
の
改
正
（
公
職
選
挙
法
改
正
で
で
き

る
）
な
ど
で
、
項
目
ご
と
で
の
国
民
投
票
で
は
な
い

か
。
有
権
者
が
憲
法
９
条
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
前

に
ド
サ
ク
サ
ま
ぎ
れ
で
国
民
投
票
を
強
行
す
る
可

能
性
が
大
。
」
と
し
、
改
憲
議
論
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

ま
し
た
。 

ま
た
雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
「
来
年
の
通
常
国
会

で
は
一
定
の
年
収
で
あ
れ
ば
一
切
の
労
働
時
間
の

規
制
が
な
く
な
る
『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
』
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
連
合
、
全
労

連
、
全
労
協
、
労
働
弁
護
団
、
国
会
の
野
党
、
市
民 

 

十
二
月
十
三
日
（
水
）
、
川
崎
市
内
に
お
い
て
「
福

島
み
ず
ほ
国
会
報
告
会
」
（
主
催 

福
島
み
ず
ほ
川
崎

応
援
団
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

２０１7 年１２月１３日 (水) 

# ２２７ 写真ニュース   

福島みずほ「国会報告会」in かわさき 

：社民党神奈川 教育宣伝委員会発行 



 

 

 

運
動
の
皆
さ
ま
と
反
対
し
国
会
で
審
議
さ
せ
な

か
っ
た
が
、
安
倍
政
権
は
財
界
の
意
向
を
聞
い

て
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
人
づ
く

り
革
命
」
と
言
い
、
生
産
性
向
上
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
「
も
っ
と
効
率
よ
く
働
け
・
モ
ノ
の
よ
う

に
働
け
」
と
裁
量
労
働
制
を
迫
っ
て
く
る
。
八

〇
時
間
が
過
労
死
ナ
イ
ン
な
の
に
残
業
規
制
も

繁
忙
期
に
は
一
〇
〇
時
間
未
満
ま
で
な
ん
て
と

ん
で
も
な
い
。
こ
の
悪
法
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。 

社
会
保
障
の
負
担
増
と
切
り
捨
て
、
年
金
の

切
り
下
げ
、
医
療
費
の
負
担
増
、
消
費
税
の
増

税
な
ど
国
民
生
活
無
視
、
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た

走
る
安
倍
政
治
に
Ｎ
Ｏ
！
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

さ
ら
に
「
違
憲
の
方
も
護
憲
の
方
も
保
守
も
革

新
も
自
衛
隊
員
な
ど
も
手
を
携
え
て
、
安
倍
政

権
ス
ト
ッ
プ
！
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
平
和
と
く

ら
し
、
人
権
を
守
る
運
動
を
全
国
で
推
し
進
め

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

参
加
者
は
六
十
五
名
、
質
問
・
意
見
は
六
名

で
し
た
。 

▶福島みずほ参議院議員発言骨子◀ 

〇 憲法９条改悪について 

 ・２０２０年までに９条を変え、施行すると発言。（憲法尊重擁護義務違反） 

・９条３項に自衛隊を明記。（災害救助などではなく軍隊の明記であり、集

団的自衛権の行使。９条１項と２項を破壊）…秘密保護法、戦争法、共

謀罪の強行さツケツで戦争する国の総仕上げをたくらむ。 

〇 教育の無償化 

 ・高等教育の授業料無償化は世界的潮流であり、国連の条約で定められて

いる。（国連人権規約の社会権規約第 13 条）…憲法を変える必要なし。 

〇 緊急事態宣言条項 

 ・内閣は法律と同じ効力をもつ政令を作れる/国会の承認なく予算の支出

ができる/自治体の首長に支持ができる/国会から立法権・予算権を取り

上げるもの。･･･ 

〇 合区解消のための「憲法改正」 

 ・現在、鳥取・島根、高知・徳島がすでになっているが、憲法改正ではな

く、公職選挙法でやるべき。 

〇 他に「脱原発社会の実現」、「貧困と格差問題」、「どんな社会をめざすの

か」、「社会民主主義って何だ」、「税金の使い道を変える」、「税金の取り

方を変える」、「雇用問題」、「生活」などテーマが多岐にわたりました。 

※防衛予算はますます増大し、本予算・補正予算含めて５兆３０００億円。

一方で社会保障の負担増と切り捨て、年金の切り下げ、医療費の負担増、消

費税の増税など国民生活無視、戦争への道をひた走る安倍政治に NO！を。 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kiyaku/2b_004.html

